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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ホットの１

○ 講 師 朝井 まかて氏（直木賞作家）

○ 演 題 女たちの幕末伝

○ 日 時 平成26年８月10日（日）午後１時から午後３時45分

○ 場 所 かごしま県民交流センター（県民ホール）

○ 申込方法 所定の申込用紙により，県立図書館カウンターに

直接提出するか，ＦＡＸ又はＥメールを送付してください。電話でも受け付けま

す。（申込用紙は県立図書館カウンターで配布のほか，ＨＰにも掲載）

○ 申込締切 平成26年８月１日（金）必着

○ 申 込 先 〒892-0853 鹿児島市城山町７番１号 県立図書館奉仕課企画指導係

電話 099-224-9514 ＦＡＸ 099-224-5824

Ｅメール libhoushi@pref.kagoshima.lg.jp

ホットの２

レファレンス（調査相談）サービスをご存じですか。レファレンスとは，「図書館の資料や図

書館の機能を使って，図書館職員が利用者の求める本や情報を探すお手伝いをする。」というも

のです。例えば・・・・

・鹿児島出身の作家の書簡が読める本を探している。

・50年前に習った歌の正しい歌詞を確認できる資料はないか。

・格言とその意味が載っている本を探しているが見つからない。

・カブトムシを飼いたいが，どのような環境が最適なのかわかる本はないか。

など，様々な疑問について情報収集と課題解決のお手伝いをさせていただいています。

内容によって，すぐに解決できることもありますが，時間をいただいて調査する場合もありま

す。調査の相談は，直接来館していただくほかに，文書，電話，ＦＡＸ，Ｅメールでも受け付け

ています。みなさんも，レファレンスサービスを利用してみませんか。

《一般》７月１５日（火） 《児童書》７月２３日（水）

『夜回り先生子育てで一番大切なこと』 水谷修/著 海竜社

『見てわかる写真で楽しむ天体ショーSｐecial Guide』

沼澤茂美/著 成美堂出版

『できる大人の日本語大全』話題の達人倶楽部/編 青春出版社

『本屋さんのダイアナ』 柚木麻子/著 新潮社

『腹心の友たちへ』 村岡花子/著 河出書房新社

『あしたまほうになあれ』小野寺悦子/作 黒井健/絵 学研教育出版

『ななとさきちゃんふたりはペア』山本悦子/作 田中六大/絵 岩崎書店

『まよなかのぎゅうぎゅうネコ』葦原かも/作 武田美穂/絵 講談社

『あしたも、さんかく』 安田夏菜/作 宮尾和孝/絵 講談社

『なりたい二人』 令丈ヒロ子/作 ＰＨＰ研究所

鹿児島純心女子高等学

校放送部員による朗読も

あります。
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● 企画展

７月９日（水）～８月28日（木）

「鹿児島の文化に関する資料～2015国民文化祭を

前に～」展と題して，肝付町の「高山の八月踊り」

や出水市の「出水麓まつり」など，鹿児島の文化に

関する本や，国民文化祭に向けた取組の様子を紹介

します。

● 講演会

７月27日（日）午後２時～４時

鹿児島の文化についての講演会

演題：「黒潮の文化維新」

講師：県立図書館長 原口 泉

● 児童文化室ミニ展示

８月１日（金）～８月22日（金）

「空を見上げよう」と題して，空に関する本を紹

介します。

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

ヒント ○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

あかくて，ちいさくて，さんかくの ※ 児童文化室は19時まで

くだものです。 日曜日・祝日（斜字体）: ９時～17時

は，休館日。

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。

は，一般閲覧室新着図書の日（７月31日,８月15日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（７月23日）。

絵本『はらぺこあおむし』（エリック・カー
ル作 もりひさし訳）からのクイズです。

にちようびにうまれたばかりのあおむしの
おはなしです。

おなかがぺこぺこのあおむしは，げつよう
びにりんごをひとつたべます。それでもおな
かのすいているあおむしが，もくようびに４
つたべたくだものは，なんだったでしょう。

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，８月１０日（日）までに入れてください。 抽 選
はこ い ちゆうせん

で正解者２０人にしおりなどのプレゼントを差し上げます。
せいかいしや にん さ あ

前回の答えは「 くま 」でした。たくさんのご応募ありが
ぜんかい こた おう ぼ

とうございました。

先日，高校生を対象とした海音寺潮五郎記念文芸ゼ

ミナールを開催しました。このゼミナールは，現役作

家の方々に指導していただきながら，期間中に参加者

が一人一作品の完成を目指すものです。

一回目は，県内在住の作家の方々との座談会も実施

しました。受講した高校生から小説を書く過程で感じ

る疑問や悩みが出されましたが，作家の方々にアドバ

イスをいただきました。

８月には，特別講師として直木賞作家の朝井まかて

氏にも文芸ゼミナールにお越しいただき，高校生との

座談会を実施する予定です。

プロの作家との座談会は，高校生にとって一生の思

い出になるとともに，小説を書く力も伸びていくもの

と期待しています。

目を輝かせた受講生を見ながら「もし

かすると，このゼミナールから作家が誕

生するかもしれない。」そんな思いを抱

いています。

今回紹介していただいた宝本は，島田ゆか著の『バムとケロのおかいもの』（文渓堂）です。

娘が図書館で何回も借りるので，２歳の誕生日プレゼントとして，わが家の本棚に仲

間入りしました。毎日，絵本を見つめてそこから，別の物語を見つけようとする娘の姿

がとても可愛らしくて，私もつい家事の手を止めて，夢中で娘と二人だけの秘密を絵の

中から探しては喜んでいました。

その娘ももう小３です。今でも娘の宝本は「バムとケロのおかいもの」です。


